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2023 年 4 月 10 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

入
社
式
。「
３
日
、持
株

会
社
の
入
社
式
が
武
蔵
野

セ
ン
タ
で
開
催
さ
れ
た
」

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ

に
刺
激
を
受
け
る
」「
研
究

者
と
し
て
能
力
を
発
揮
し
、

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
が
３
月
30
日
に
発
表

し
た
提
言
「
日
中
両
国
関

係
の
前
向
き
の
打
開
の
た

め
に
」
が
大
き
な
反
響
で

す
。
日
中
両
政
府
に
宛
て

た
も
の
で
、
志
位
氏
は
同

日
、
岸
田
首
相
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　

提
言
は
、
日
中
両
国
政

府
間
に
は
三
つ
の
点
で

「
平
和
と
友
好
に
向
け
た

共
通
の
土
台
」
が
存
在
す

る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ

“
共
通
の
土
台
”
生
か
し
て

日
中
両
国
関
係
の
前
向
き
の
打
開
を

　
志
位
委
員
長
が
両
国
政
府
に
提
言

そ
の
成
果
が
国
民
生
活
や

社
会
進
歩
に
役
立
つ
よ
う

頑
張
っ
て
欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科
学
基
礎
研
究
所
で
一
部

組
織
見
直
し
。「
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
統
合
し
、
Ｉ
Ｗ

Ｏ
Ｎ
構
想
の
実
現
を
よ
り

加
速
し
推
進
さ
せ
る
た
め

と
い
う
」「
４
月
１
日
か
ら

実
施
。ロ
ケ
移
動
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

「反共は戦争前夜の声」
　日本共産党は戦前、
　反戦主張し弾圧された

　

日
本
は
い
ま
戦
争
か
平

和
か
の
岐
路
に
あ
り
ま
す
。

を
生
か
し
た
外
交
努
力
を

図
る
こ
と
を
提
起
し
て
い

ま
す
。

　

三
つ
の
土
台
と
は
①

す
る
日
中
共
同
声
明
」
で

の
「
双
方
は
互
い
に
協
力

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

互
い
に
脅
威
と
な
ら
な

い
」
と
の
確
認
。
②
尖
閣

諸
島
の
問
題
に
つ
い
て
、

14
年
の
「
日
中
関
係
の
改

善
に
向
け
た
話
合
い
」
で

「
対
話
と
協
議
」を
通
じ
て

問
題
解
決
を
図
る
こ
と
を

双
方
が
確
認
。
③
地
域
の

す
べ
て
の
国
を
包
摂
す
る

平
和
の
枠
組
み
を
発
展
さ

せ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド

太
平
洋
構
想（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）

を
両
国
が
支
持
し
て
い
る

こ
と

│

で
す
。

　

志
位
委
員
長
は
首
相
と

の
会
談
で
、「
歴
史

の
積
み
重
ね
を
踏

ま
え
て
、
日
中
間

の
関
係
を
前
向
き

に
打
開
し
、
本
当

の
平
和
と
友
好
の

関
係
を
つ
く
っ
て

い
く
外
交
に
こ
そ

力
を
入
れ
る
べ
き

で
す
」
と
重
ね
て

強
調
し
ま
し
た
。

岸
田
政
権
は
、
憲
法
を
踏

み
に
じ
り
、「
専
守
防
衛
」

を
投
げ
捨
て
、
米
国
に
言

わ
れ
る
ま
ま
に
大
軍
拡
。

こ
れ
に
日
本
共
産
党
は
正

面
か
ら
反
対
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
共
産

党
批
判
は
し
て
も
、
大
軍

拡
の
危
険
を
ま
と
も
に
報

じ
ま
せ
ん
。

　
「
反
共
は
戦
争
前
夜
の

声
」（
蜷
川
虎
三
元
京
都
知

事
）
と
言
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
戦
前
の
侵
略
戦
争

は
、
日
本
共
産
党
へ
の
弾

圧
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

新
聞
は
「
戦
争
反
対
」
を

主
張
す
る
共
産
党
を
「
非

国
民
」
と
犯
罪
者
扱
い
し
、

政
府
と
一
体
に
な
っ
て
戦

争
を
推
進
。
日
本
は
無
謀

な
戦
争
に
突
き
進
み
ま
し

た
。
こ
れ
が
歴
史
の
教
訓

で
す
。

２
０
０
８
年
の
日
中
首
脳

会
談
の「『
戦
略
的
互
恵
関

係
』
の
包
括
的
推
進
に
関
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

岸
田
政
権
は
、
２
０
２

３
年
度
予
算
に
約
６
・

８
兆
円
と
い
う
異
常
な
軍

事
費
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

目
玉
と
な
る
の
が
敵
基
地

攻
撃
兵
器
。
防
衛
省
は
米

国
製
の
長
距
離
巡
航
ミ
サ

ト
マ
ホ
ー
ク
１
発
分
で
保
育
所
２
カ
所

　
　
予
算
は
大
軍
拡
よ
り
暮
ら
し
に

　

春
休
み
。「
目
黒
川
な
ど

桜
の
名
所
は
ど
こ
も
賑

わ
っ
て
い
た
」「
始
業
式
は

間
隔
を
開
け
て
、
マ
ス
ク

は
し
な
く
て
も
よ
か
っ

た
」「
ど
の
駅
で
も
春
休
み

で
家
族
旅
行
に
出
か
け
る

人
も
多
く
混
ん
で
い
た
」

「
外
国
人
観
光
客
が
増
え

て
き
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
今
年
の
Ｇ
Ｗ

期
間
中
の
１
泊
以
上
の
国

内
旅
行
者
を
推
計

２
４
５
０
万
人
と
発
表
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
超

え
る
」「
７
日
の
全
国
の
新

た
な
感
染
者
は
８
３
０
０

人
、
東
京
都
内
の
１
週
間

の
平
均
は
23
％
増
の

国
に
全
て
の
情
報
提
供
を

求
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

今
年
２
月
の
実
質
賃
金
。

「
２
月
の
給
与
は
１
人
当

た
り
前
年
、同
月
比
で
１
・

１
％
増
、
冬
の
ボ
ー
ナ
ス

も
前
年
比
で
３
・
２
％
増

え
た
」「
で
も
、実
質
賃
金

は
前
年
２
月
比
２
・
６
％

減
で
、
11
カ
月
連
続
で
減

少
だ
」「
物
価
高
騰
に
賃
金

が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

敦
賀
原
発
２
号
機
の
安

全
審
査
が
再
度
中
断
。「
敦

賀
原
発
は
活
断
層
デ
ー
タ

の
無
断
書
き
換
え
が
指
摘

さ
れ
審
査
が
中
断
さ
れ
て

い
た
。
今
回
も
資
料
の
誤

り
が
１
３
０
０
カ
所
以
上

あ
っ
て
原
子
力
規
制
委
員

会
が
審
査
の
再
中
断
を
決

め
た
」「
危
険
な
原
発
の
再

稼
働
は
や
め
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

坂
本
龍
一
氏
死
去
（
３

月
28
日
、
71
歳
）。「
驚
い

イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
購

入
費
と
し
て
２
１
１
３
億

円
を
計
上
。
計
４
０
０
発

購
入
す
る
予
定
で
す
。
単

純
計
算
で
１
発
あ
た
り
約

５
億
２
８
０
０
万
円
に
上

り
ま
す
。
こ
れ
を
生
活
予

算
に
充
て
れ
ば
何
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
90
人
規
模
の
保

育
所
の
建
設
費
は
、
約

２
億
５
６
５
０
万
円
で
す
。

ト
マ
ホ
ー
ク
１
発
分
で
２

カ
所
造
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
ト
マ
ホ
ー
ク
３

発
分
な
ら
１
２
０
人
規
模

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
１
カ
所
建
設
で
き
ま
す
。

  

「
軍
拡
よ
り
生
活
に
税

金
を
使
え
」
が
市
民
の
声

で
す
。「
軍
事
栄
え
て
民
滅

ぶ
」
政
治
を
改
め
、
暮
ら

し
に
予
算
を
振
り
向
け
る

べ
き
で
す
。

た
。
ガ
ン
の
治
療
中
と
は

聞
い
て
い
た
け
ど
」「
東
日

本
大
震
災
で
は
被
災
者
支

援
の
音
楽
活
動
や
、
脱
原

発
と
非
核
を
訴
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
並
木
通
り
の
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
花
が
咲
き
始
め

た
」「
キ
モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
や

カ
ロ
ラ
イ
ナ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、

黄
色
の
に
ぎ
わ
い
」

４月 12日は「西東京市平和の日」
パネル展示や講話

　昭和 20 年（1945 年）のこの日、中島飛行機武蔵野製作所
（現：NTT 武蔵野研究開発センタ）を米軍のＢ 29爆撃機が空襲

し、多くの命が奪われました。田無駅北口にその事実を伝えるた

め「田無戦災記念碑」「平和のリング」が設置されています。

１
０
０
０
人
と
徐
々
に
増

え
て
い
る
」「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ

ド
ロ
ス
事
務
局
長
が
ウ
イ

ル
ス
の
起
源
解
明
は
道
義

的
責
務
が
あ
る
と
し
、
中

○パネル展示：西東京市戦災パネル、１㌧爆弾模型などの展示
　４月７日（金）～４月 12 日（水）午前 10 時から午後８時
○式典：12 日（水）午後１時「西東京市平和の日に関する講話」
　　　　　　　　　　　　　（小峰立丸さん、萩原直規さん）
　　　　　　　　　午後２時：ミニコンサート（和 /Nagomi）
　　　共催：非核・平和をすすめる西東京市民の会

　汚水を浄化しながら発電も
　　　　韓国研究チーム

『アドバンスト・マテリアルズ』2022/12/9 付に掲載

　

汚
水
を
浄
化
し
な
が
ら

発
電
す
る
“
一
石
二
鳥
”

の
多
機
能
膜
を
実
現
。
微

小
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
や

重
金
属
粒
子
な
ど
を
除
去

で
き
、
わ
ず
か
10
㍃
㍑
の

水
で
も
３
時
間
以
上
の
連

続
発
電
が
可
能
だ
と
い
い

ま
す
。
開
発
し
た
の
は
韓

国
科
学
技
術
院
な
ど
の
研

究
チ
ー
ム
で
す
。

　

多
機
能
膜
は
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
状
で
、
発
電
の
た

め
の
導
電
性
高
分
子
と
、

ろ
過
す
る
た
め
の
多
孔
質

の
膜
で
構
成
。
水
流
の
方

向
の
制
御
に
よ
り
、
汚
水

は
垂
直
方
向
に
流
れ
る
こ

と
で
浄
化
さ
れ
、
イ
オ
ン

が
水
平
方
向
に
移
動
す
る

こ
と
で
直
流
電
流
が
発
生

す
る
し
く
み
で
す
。
発
生

電
力
は
最
大
16
・
44
㍃
㍗
。 

浄
化
性
能
は
10
㌨
㍍
未
満

の
粒
子
を
90
％
以
上
除
去

で
き
ま
す
。


